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大学生の主観的ボディイメージと客観的な体型評価指標のズレ
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要旨
　保健指導に活用するための基礎資料を得ることを目的として，主観的なボディイメージと客観的な体型評価指標
のズレに関する男女別の検討を試みた．2019年７月に調査し，有効回答数は347名（86.5%，男性102名，女性245名）
であった．体格指数（BMI）の平均値±SDは男性（23.1±4.0）と比較し女性（20.7±2.2）で低い値を示した．主
観的なボディイメージをみると女性は男性と比較し，「少し太っている」と評価している者の該当率が高く，「普通」，

「少しやせている」，「やせている」の該当率は低かった．客観的な体型評価指標である肥満分類と主観的ボディイメー
ジとの関連を性別にみると，女性で低体重（BMI＜18.5）該当者40名12名（30.0％）が自分の体型を「少し太って
いる」と認識していた．さらに標準体重（BMI18.5～25.0＞）の者（194名）のうち約８割が太っている，「少し太っ
ている」と評価していた．男性の低体重該当者に「少し太っている」「太っている」と認識している者は見られなかっ
た．
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 ［研究報告］

Ⅰ．緒言
　過度な低体重や太りすぎは健康障害のリスク因子で
ある．Cui･Iso･Toyoshima･Date･Yamamoto･Kikuchi･
Kondo･Watanabe･Koizumi･Wada･Inaba･Tamakoshi

（2005）によると死亡率が最も低いのはBody Mass Index
（以下BMI）23.0から25.0未満の者であり，BMI27.0以
上の群では虚血性心疾患，BMI18.5未満の群では脳内
出血による死亡が多いことを報告している．また肥満
は糖尿病や高脂血症，痛風など，過度な低体重は骨粗
鬆症や不妊，メンタルヘルスに悪影響を及ぼすことが
広く知られている．
　青年期に注目すると，特に女性の「痩身願望」に基
づく過度なダイエットや偏食が問題となっている．青
年期は摂食障害の好発期でもあり，摂食障害にまで進
行した場合には無月経，低栄養による腎不全や低血糖
などをはじめとした身体症状に加え，抑うつや自殺企図
などの精神症状を呈する場合もある（中井・久保木・野
添・藤田・久保・吉政・稲葉・中尾，2002；American 
Psychiatric Association, 2013）．原・岡田（2002）は
思春期女子の痩身願望による過度なダイエットや運動
が月経異常やそれに伴う若年性骨粗鬆症のリスクにな
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ると述べている．さらに近年では，若年男性でもやせ
を賞賛する文化が浸透してきている可能性が報告され
ており（浦上・小島・沢宮・坂野，2009；清原・檜山・
本田・西村，2012），過度な痩身願望に基づくダイエッ
トなどは男女ともに健康を脅かす重要な課題といえ
る．
　過度なやせや太りすぎは，様々な健康障害や社会生
活を送る上でのリスク因子であることが示唆されてお
り，健康で有意義な学生生活を送るうえで，自分の身
体状況を適切に認識し調整できるようになる必要があ
る．しかし，普段の学生達の会話の中で「50キロの大
台を超えてしまったからダイエットしなきゃ」といっ
た身長を考慮していない言葉や，あるいは客観的な指
標を用いていても「BMIが19ということはやはり少し
太り過ぎよね」といった意見が漏れ聞こえてくること
がある．これは，主観的なボディイメージと客観的指
標との間に相当のズレが危惧される状況であり，健康
管理上看過できない問題である．そこで本研究では，
学生への保健指導に活用するための基礎資料を得るこ
とを目的として，大学生の主観的ボディイメージと客
観的な体型評価指標との関連について検討する．

Ⅱ．方法
１．期間・対象・実査方法
　調査期間は2019年７月とした．北海道内複数の高等
教育機関に所属する学生417名を対象として，無記名
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自記式質問紙票を用いた集合調査を行った．実査の際
には講義時間等を使用し調査票を一斉に配布した．10
分程度の回答時間を設けた後，調査者が調査票の回収
を行った．

２．調査項目
　１）基本属性（性，年齢，身長，体重）４項目，２）
主観的ボディイメージ１項目とした．

３．集計・分類・解析方法
　質問紙票の回収数は401名（回収率96.2％）であり，
そのうち回答に不備があった者を除いた347名（保健
医療福祉系324名・文系総合23名，有効回答率86.5％）
を分析対象とした．
　客観的な体型評価指標として，身長と体重から体格
指数（BMI）を算出した．なおBMIの算出方法は体重

［kg］ ÷身長 ［m］ 2である．肥満度分類は世界保健機構
（World Health Organization；以下WHO）の基準に
則り，18.5未満を「低体重」，18.5～25.0未満を「普通
体重」，25.0～30.0未満を「肥満１度」，30.0～35.0未
満を「肥満２度」，35.0～40.0未満を「肥満３度」とし
た．「主観的ボディイメージ」は「やせている」「少し
やせている」「ちょうどいい」「少し太っている」「太っ
ている」の５件法１項目で質問した．BMIの平均値は
ｔ検定を用いて検討した．

４．倫理的配慮
　調査対象となる学生には１）結果の公表にあたり，
統計的に処理し，個人を特定されることはないこと，
２）調査によって得られたデータは研究以外の目的で
使用しないこと，３）調査に参加しないことで不利益
を被ることはないことを紙面および口頭で説明し，質
問紙票の回収をもって同意とみなした．なお，本研究
は北海道医療大学看護福祉学部・看護福祉学研究科倫
理委員会の承認を得て行った（承認番号：19N013012）．

Ⅲ．結果
１．基本属性
　表１に基本属性の分布を男女別に示した．平均年齢
±標準偏差（以下SD）は男性20.0±1.5歳，女性19.1
±1.2歳であった．BMIについて男性の平均値±SDは
23.1±4.0，女性の平均値±SDは20.7±2.2であり，男
性に比べ女性で有意に低かった．図１に男性のBMI・
肥満度分類の分布を示した．男性の肥満度分類につい
てみると低体重該当者８名（7.8％），普通体重該当者
69名（67.6％），肥満１度該当者14名（13.7％），肥満
２度該当者10名（9.8％），肥満３度１名（1.0％）であっ
た．図２に女性のBMI・肥満度分類の分布を示した．女
性の肥満度分類をみると，低体重該当者40名（16.3％），
普通体重該当者194名（79.2％），肥満１度該当者11名

（4.5％），肥満２度該当者および肥満３度該当者に該当
する女性はいなかった．
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図１　男子学生のBMI・肥満度分類の分布 n=102

表１．基本属性 n（%）
男性 女性
102 245 p

年齢±SD 20.0±1.5 19.1±1.2
BMI

平均値±SD 23.1±4.0 20.7±2.2 <0.01
中央値 22.1 20.5
最小値 16.6 16.2
最大値 36.4 27.3

肥満度分類
低体重　　　 （BMI:<18.5） 8（7.8） 40（16.3）
普通体重（BMI:18.5≦-＜25.0）69（67.6）194（79.2）
肥満１度（BMI:25.0≦-＜30.0）14（13.7） 11（4.5）
肥満２度（BMI:30.0≦-＜35.0）10（9.8） 0（0.0）
肥満３度（BMI:35.0≦-＜40.0） 1（1.0） 0（0.0）
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２．主観的ボディイメージの性別分布
　表２に主観的ボディイメージの性別分布に示した．
主観的ボディイメージの分布について男女で有意な差
が認められた．多重比較の結果，男性と比較し女性で
は，「少し太っている」と評価している者の該当率が
高く，「普通」，「少しやせている」，「やせている」の
該当率は低かった．

３．女性の肥満度分類と主観的ボディイメージとの関連
　表３-１に女性の肥満度分類と主観的ボディイメー
ジとの関連を示した．低体重に該当する者のうち，主
観的に「少しやせている（８名，20.0％）」，「やせて
いる（４名，10.0％）」と答えた者は３割であった．「少
し太っている」と答えた者は12名（30.0％），「普通」
と回答した者は16名（40.0％）であった．普通体重に
ついてみると，「普通」と回答した者は33名（17.0％）
であった．約８割の者が「太っている（52名，26.8％）」，

「少し太っている（106名，54.6％）」に該当していた．「少
しやせている」の該当者は３名（1.5％）であった．

４．男性の肥満度分類と主観的ボディイメージとの関連
　表３-２に男性の肥満度分類と主観的ボディイメー
ジとの関連を示した．低体重該当者は，「少しやせて
いる」と回答した者が２名（25.0％），「やせている」
と回答した者は６名（75.0％）であった．普通体重にｐ<0.05，x2検定（Bonferoroniの調整にてｐ値を調整）

表２．主観的ボディイメージの性別分布 n（%）
男性 女性

102（100.0） 245（100.0） ｐ
太っている 25（24.5） 61（24.9） n.s.
少し太っている 23（22.5） 120（49.0） 男＜女
普通 31（30.4） 49（20.0） 男＞女
少しやせてる 14（13.7） 11（4.5） 男＞女
やせている 9（8.8） 4（1.6） 男＞女

表3-１．肥満度分類と主観的ボディイメージの関連（女性） n（%）
低体重 普通体重 肥満１度 肥満２度 肥満３度
40（100.0） 194（100.0） 11（100.0） 0 - 0 -

太っている 0（0.0） 52（26.8） 9（81.8） 0 - 0 -

少し太っている 12（30.0） 106（54.6） 2（18.2） 0 - 0 -

普通 16（40.0） 33（17.0） 0（0.0） 0 - 0 -

少しやせている 8（20.0） 3（1.5） 0（0.0） 0 - 0 -

やせている 4（10.0） 0（0.0） 0（0.0） 0 - 0 -

表3-2．肥満度分類と主観的ボディイメージの関連（男性） n（%）
低体重 普通体重 肥満１度 肥満２度 肥満３度
8（100.0） 69（100.0） 14（100.0） 10（100.0） 1（100.0）

太っている 0（0.0） 7（10.1） 7（50.0） 10（100.0） 1（100.0）
少し太っている 0（0.0） 19（27.5） 4（28.6） 0（0.0） 0（0.0）
普通 0（0.0） 28（40.6） 3（21.4） 0（0.0） 0（0.0）
少しやせている 2（25.0） 12（17.4） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
やせている 6（75.0） 3（4.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
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図２　女子学生のBMI・肥満度分類の分布 n=245



－ 28 －

北海道医療大学看護福祉学部学会誌　第16巻　１号　2020年

該当する者のうち，「普通」と回答した者は28名
（40.6％）であった．「太っている」の該当者は７名
（10.1％），「少し太っている」の該当者は19名（27.5％）
であった．「少しやせている」の該当者は12名（17.4％），

「やせている」の該当者は３名（4.3％）であった．肥
満１度該当者についてみると，「太っている」と答え
た者は７名（50％），「少し太っている」が４名（28.6％），

「普通」が３名（21.4％）であった．肥満２度該当者
10名および肥満３度該当者１名は全員が「太っている」
と回答していた．

Ⅳ．考察
　本研究は保健指導に活用するための基礎資料を得る
ことを目的として，男女別に主観的なボディイメージ
と客観的な体型評価指標のズレについて検討を試み
た．
　BMIは男性と比較し女性で低い値を示した．主観的
なボディイメージをみると女性は男性と比較し，「少
し太っている」と評価している者の該当率が高く，「普
通」，「少しやせている」，「やせている」の該当率は低
かった．鈴木・遠藤・小山・佐藤・森岡・渡辺・竹内

（2016）は若年女性が若年男性と比較し不必要なやせ
願望を有することを指摘しており，これを追認する結
果であった．
　客観的な体型評価指標である肥満分類と主観的ボ
ディイメージとの関連を性別にみると，女性で低体重
に該当しているにも関わらず３割の者が自分の体型を
少し太っていると認識していた．さらに標準体重の者
の約８割が太っている，少し太っていると評価してい
た．男性で低体重に該当する者の内「少し太っている」

「太っている」と評価している者はいなかった．本研
究の対象者は多くが保健医療福祉系の高等教育機関に
所属する学生であり，知識として過度なダイエットや
偏食行動が健康を脅かすリスク因子であることは理解
していると思われる．しかし特に女子学生において，
自分自身のこととして捉えた時に，たとえ適正体重範
囲内であっても自分を太っていると評価している者が
多く，さらに低体重であるにもかかわらず，それを適
切に認識できていないことは由々しき事態である．
　青年期は家族，友人などからの評価に多感な時期で
あり，森・山本・倉賀野（2012）が指摘するようにテ
レビや雑誌などでみるモデルを参考にしたオシャレを
優先したいと思う時期でもある．保健指導を行う際に
はこれらの背景を踏まえつつも，心身の健康を考える
上で重要な客観的指標に基づく適切なボディイメージ
を獲得できる様に保健指導していくことが今後必要だ
と思われる．さらに健康を犠牲にしてまで痩せること
を礼賛する社会の在り方についても問う必要がある．
日本摂食障害学会（2019）は2019年に「痩せすぎモデ
ル規制に向けた学会声明」を出している．健康を保つ

土壌づくりにはこの様な社会側への働きかけを視野に
入れた活動を行うことも重要である．
　本研究の有効性として身長・体重などの個人情報を
質問紙中に含んでいるにも関わらず，回収率・有効回
答率が高いという点がある．限界としては横断研究で
あるため因果関係の推定が困難であることが挙げられ
る．また，女性と比較し男性は例数が少なく十分な検
討を行えていない可能性があり，今後例数を増してさ
らに検討を深める必要がある．
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